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2024 年度　環境教育センター ＆ 理科教育研究室　教育実践・活動報告

遠藤　晃

【１】特色ある学びの提供
子ども教育学科では、「子どもの心身」「子ども

と地域」「子どもと自然環境」の 3 つの柱に沿っ
て４年間の学びが構成されている。遠藤は主に「子
どもと自然環境」に関する内容を担当し、他学部
と連携した「学部間連携型授業」や地域と連携し
た「地域連携型授業」を提供している。

⑴学部間連携型授業

南九州大学では、「緑」「食」「人」に関する三
つの学部が連携した教育環境を構築している。専
門性のバリアフリーともいえる、本学のコラボ
レーション授業は、小回りの効く「南九州大学だ
からこそ出来る、特色ある大きな学びのひとつ」
である。今年度も、子ども教育学科と環境園芸学
科、環境教育センター、フィールド教育センター

（FEC）が連携して実現した授業について報告す
る。

① 2年次「子どもと園芸」「幼児と環境」

特色ある科目のひとつ「子どもと園芸」は、農
業としての栽培技術でなく、自然や環境に優しい
園芸について学び、子ども達の学びの場や教材と
しての畑や栽培の活用方法を経験的に学ぶ授業で
ある。授業は、環境園芸学部の教員が担当する自
然共生型農業や花卉、昆虫などの「環境園芸学」と、
人間発達学部の遠藤が担当する環境教育や ESD
などの「子ども教育学」を往還しながら、横断的・
総合的に知識とスキルを学ぶ構成となっている。
また，今年度から開講された「幼児と環境」とも
連動させて実施した。

2024 年度は２年生５名が受講し、4 月に環境保
全園芸学研究室・山口教授から環境負荷が少な
い作物としてのサツマイモについて学んだのち、
EC 技術職員から定植方法の指導を受けた５名が

「幼児と環境」の 20 名の学生を指導しながら 7 種
類のサツマイモを定植した。

 写真❶　授業を横断して学び合う学生たち

6 月にはマリーゴールドの苗作りに取り組み，
7 月に植え付けるための苗の育苗を連携幼稚園の
子どもたちに託した。

7 月には昆虫生態学研究室・新谷教授と花卉園
芸学研究室・長江教授から、それぞれ虫と花につ
いて先生方の専門性を交えたレクチャーと実習を
受けた。これまでの学びを踏まえて受講生が幼児
向けの環境教育プログラムを考案し、「幼児と環
境」受講生も参加して，7 月に連携幼稚園の園児
を対象として実践を行った。その詳細はプロジェ
クト「掘ったイモはどんなイモ？」で報告する。

 

写真❷　畑の昆虫を探す学生たち

② 2年次「子どもの野外レクリエーション」

この授業では、１年次必修「子どもと自然」を
踏まえ、子どもの自然体験活動について、理論的
背景を学ぶ座学と野外でのワークを往還すること
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で理解を深め、教育者としての資質・能力の向上
を図っている。

2024 年度は 2 ／ 13, 14, 17, 18 の 4 日間の集中
講義で実施し、著者が地球環境問題に関する世界
の動向と我が国の対応等を教育の視点から整理し、
世界的な教育プログラムを紹介した。また、ロー
プの基本の結び方を習得したり、野外の歩き方。
地図の見方やコンパスの使い方、GPS の使い方
を体験的に学んだ。また、幼児教育と言葉を専門
とする藤本准教授が担当する授業では、大学構内
でネイチャーゲームを体験しながら遊びと表現に
ついて学びを深めた。

写真❸　ツリークライミング体験

三日目は、環境園芸学部及びフィールド教育セ
ンターとのコラボレーション授業で、松島フィー
ルド教育センター技術職員によるリスクマネジメ
ントの考え方やポイントのレクチャーを受けた後、
ツリークライミングの活動を通して経験的に学ぶ
ことで、クライミングの方法や注意点だけでなく、
児童へ説明するときの声の掛け方や表情など、伝
え方のポイントやスキルについて知識とスキルを
深化させた。また、環境園芸学部・岡島教授によ
るブランコ作りでは安全で機能的な結び方を使っ
てブランコを完成させることができた。

最終日は、これまで学んできた知識とスキルを
最大限に活用した自然を使ったプログラムをグ
ループ毎に考え、他グループの学生を子どもに見
立ててプログラムを実践した。「子どもの野外レ
クリエーション」では経験を通して、教育に関す
る学びを深めることを目標としており、受講した
学生たちにとって有意義な時間となった。

写真❹　プログラムを楽しむ学生たち

⑵地域連携型授業

①３年次「環境問題演習」特別授業

 

写真❺　綾猟友会小西会長による罠の説明

2000 年から綾町で実施している「環境問題演
習」では、近年、個体数が減少した国の特別天
然記念物ニホンカモシカの保護を考えるために、
様々な立場の方々（ステークホルダー）から、そ
れぞれの現状と課題、対策についてレクチャーを
受け、現地でのフィールドワークを行った上で、
教育的視点から自分たちにどのような貢献ができ
るかを考える。

今年度もカモシカ研究者、綾町の各部局（文化
財、エコパーク、森林行政、鳥獣行政）、国有林
を管理する森林管理事務所、綾町猟友会など多様
なステークホルダーに加えて、学校教育における
ESD の第一人者、手島利夫氏によるレクチャー
も加わり、ESD と学習指導要領の学びについて
深く考えた。
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写真❻　綾照葉樹林の観察

②１年次「子どもと自然」

写真❼　霧島酒造の SDGs の取り組み

 
子ども教育学科の学びの 3 本柱のひとつ「子ど

もと自然環境」の基盤となる 1 年次必修「子ども
と自然」は、自然を用いた教育に関する知識とス
キルを、教育の視点だけでなく、人類の進化や
地球環境問題、SDGs と ESD など網羅的に幅広
く学んでいく。また、in Nature、about Nature
から for Nature へと発展的な視点で学びを深め
ていく。昨年度に引き続き、最後の授業では for 
Nature の視点から霧島ホールディングス株式会
社（都城市）の山崎氏から、バイオマス発電やカー
ボンニュートラル、食文化の継承、女性や障害の
ある方が働きやすい職場の構築、スターバックス
とのコラボレーションなど、地域から世界に通じ
る、多面的で先進的な取り組みを紹介していただ
いた。

⑶地域の自然環境から学ぶ授業

①４年次「環境教育演習」 

写真❽　重富干潟でフィールドワーク

 　
4 年次開講「環境教育演習」では、森里川海の

つながりを総合的に学ぶ内容で、各エリアで起こ
る自然環境や社会的な課題を経験を交えてリアリ
ティを持って理解した上で、小学校の総合的な学
習の時間の授業プランを提案することを目的とし
ている。

この授業では大学近くを流れる沖水川の源流か
ら下流までをたどり地形や流域の様子を調査する
とともに、鹿児島県姶良市の重富干潟でフィール
ドワークをおこない干潟の役割や生物の多様性に
ついて経験的に学んだ。

②３年次「ESD・環境教育論」 

3 年次開講「ESD・環境教育論」では、生物多
様性や森林、水をテーマとして地域の自然から地
球環境問題を捉え、ESD の視点をもった教科横
断的な小学校の総合的な学習の時間の授業をプラ
ンニングすることを目的としている。そのため座
学だけでなく自然観察などのフィールドワークを
交えながら、地域環境問題を捉えていく内容と
なっており、この日は大学近くの金御嶽山頂より
秋に南方へ渡るサシバの観察を行った。
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写真❾　金御嶽山頂からサシバの観察

【２】学生主体の教育プログラム
子ども教育学科の理科教育研究室（遠藤ゼミ）

と環境教育センターが主催する「南九探究クラブ」
は、子ども達の探究する力を育成することと、教
員・保育士志望の学生たちの探究の指導力向上を
目的としたプログラムである。今年度は「夏休み
自由研究相談会」と「科学実験教室」を開催した。

① 南九探究クラブ：

1. 夏休み自由研究相談会　

⑴ 7 月 27 日（土）：都城市まちなか交流センター 

/ 都城まちづくり株式会社と連携

写真❿　子どもの思考の整理を手伝う学生

 
学部附属・環境教育センターとの共催で、小学

3 ～ 6 年生を対象とした「南九探究クラブ　夏休
み自由研究相談会」を都城市のまちなか交流セン
ターで開催した。この相談会は児童の探究力と学
生の指導力向上を目的として 2019 年より都城と
綾町で取り組んでいるもので、2024 年度は 7 月
に都城まちづくり株式会社と連携して「サマー
キッズフェスタ 2024」のプログラムとして実施

した。
今回の相談には６年生 1 名、２ 年生 1 名とそ

の保護者が参加した。 相談会を通して参加した
９名の学生は探究の指導法のコツやポイントを会
得することができた。

⑵ 8 月 3 日（土）：綾てるは図書館

綾ユネスコエコパークで ESD を推進する研究
の一環として，綾町てるは図書館に於いて自由研
究相談会を実施した。当日は６年生２名と５年生
２名，その保護者が参加した。対応した６名の学
生の半数が経験者であったので前回よりもスムー
ズに探究のサポートを行うことができた。

写真⓫　児童の探究のサポートをする学生

相談会に参加した４名の児童のうち３名の研究
が自由研究作品展で銀賞を受賞し，相談会での問
診の成果が認められた。自由研究の進め方と当日
の様子は宮崎日日新聞 8 月 7 日朝刊 17 面「自由
研究は好奇心で結果より経過を楽しもう」で紹介
された。

2. 科学実験教室「わくわくカラーワールド」　

このプログラムは、身近な素材を使ったクレヨ
ンづくりを通して，子どもたちと参加する教員志
望の学生たちに，地層や科学に興味関心をもって
もらうことを目的として 2023 年から本格的に実
施している。今回は，事前に綾町の地層から採集
をした色とりどりの土を材料にして児童がオリジ
ナルクレヨンづくりに取り組んだ。
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写真⓬　綾町二反野地区の地層（テフラ）

⑴ 3月8日(土 )：綾ユネスコエコパークセンター

 

写真⓭　クレヨンづくりに取り組む児童

写真⓮　Myクレヨンでカモシカを描く児童

綾町では日向夏の生産者から譲り受けたニホン
ミツバチの蜜蝋と綾町産の椿油を土に混ぜてクレ
ヨンを制作した。身近な土でつくったクレヨンが，
市販のものと描きあじが変わらないことに参加し
た児童も驚き，地層にも興味を持ったようだった。

⑵ 3月 23 日 ( 日 )：南九州大学都城キャンパス

2025 年 3 月 23 日のオープンキャンパスにあわ
せて，南九州大学都城キャンパス本館 5 階理科
室で科学実験教室「わくわくカラーワールド：オ
リジナルクレヨンを作ろう ! 」を実施した。

プログラムを計画した学生たちが，プレゼンを
し実験教室を指導する様子を参観した高校生や保
護者にも，先生のイメージを少し感じてもらえた
ようだ。

写真⓯　クレヨンづくりを指導する学生

 
南九探究クラブは子ども教育学科で先生を目指

す学生たちが、子どもたちの「探究する力」を育
むための指導法を経験的に学ぶための場として設
定した教育プログラムである。学生たちは、試行
錯誤を繰り返しながら、子どもの探究を促進する、
ファシリテーターとしての関わり方を、少し体得
できたようだ。

②プロジェクト「掘ったイモはどんなイモ？」

遠藤ゼミ、環境教育センター及び連携学校園（天

竜祝吉幼稚園）との活動　

担当：「子どもと園芸」受講者

理科教育研究室（遠藤ゼミ）では、SDGs 実現
のための教育「ESD」の実践研究に取り組んでい
る。当研究室が主催する取り組みのひとつ、農と
教育のプロジェクト「掘ったイモはどんなイモ？」
では、サツマイモ畑を「探究」の場として、子ど
もたちの生きる力を育むとともに、学生たちの「子
どもスペシャリスト」としての資質・能力育成を
目指している。このプロジェクトは環境園芸学部・
環境保全園芸学研究室（山口健一教授）、人間発
達学部附属環境教育センター、環境園芸学部附属
フィールド教育センターとの協働により実現した。
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◉マリーゴールドでサツマイモを守れ！

写真⓰　雨のためプログラム変更

 
子ども教育学科２年次開講「子どもと園芸」の

受講学生が、サツマイモをセンチュウから守るた
めコンパニオンプランツとしてマリーゴールドの
播種（種まき）から鉢上げをして苗づくりを経験
した。

写真⓱　外で集めた自然物も組み合わせる

育苗したマリーゴールドは、7 月 26 日に天竜
祝吉幼稚園の子ども達が都城キャンパスに来校し
て定植する予定であったが雨のため，学生たちが
悪天候を想定して準備していた雨天時のプログラ
ム「てるてるぼうずをつくろう！」に切り替えて
実施した。

 
今年度は「幼児と環境」受講者も授業の一環と

して参加し、子どもたちと関わりながら行動や発
言を拾い、幼児理解を深める機会となった。

◉連携幼稚園の子どもたちと “探究的で、ちょっ
とハード” な芋掘り

 

写真⓲　芋掘りに没頭する幼児たち

子ども教育学科の学生が「子どもと園芸」と「幼
児と環境」で植え付けた７種類のサツマイモは、
夏に子どもたちが育てたマリーゴールドを定植し
て病気を防ぎ、今年も順調に育った。11 月 5 日
には学部の連携学校園の一つ、天竜祝吉幼稚園の
子どもたちを迎えて、ちょっとハードな芋掘りを
実施した。到着後すぐに「イモ掘りモード」に入っ
た子どもたちは、手を休めることなく芋掘りに集
中し没頭したため、わずか 30 分ほどの間に植え
付けたイモをほとんど掘りあげてしまった。イモ
掘りのあとは恒例のドングリ拾いをしてプログラ
ムは無事に終了した。

今回のプロジェクトも、たくさんの学生たちの
アイディアと努力、そして悪天候時の代替プラン
の的確な準備によって無事に終了した。今回の経
験は、学生たちにとっても学び多いものとなった
ことだろう。「ジツガク」の子ども教育学科では、
豊かな生活の基盤となる「緑と食」と「人」をつ
なぐ学部横断的で多面的な教育を通して知の構造
化を図り、実践力のある「子どもスペシャリスト」
育成に取り組んでいる。

【３】地域課題解決のための ESD プログラム
◎カモシカすごろくによる探究授業

国の特別天然記念物ニホンカモシカは九州では
近年その生息数が減少したため、保護のための探
究的な環境教育が求められている。

当研究室でも 2020 年より取り組みを始め、遠
藤ゼミの卒業生が 2022 年の「環境問題演習」で
構想し、2023 年に卒業研究でカモシカ ESD 絵本
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「かもしかかも？」やボードゲーム「カモシカす
ごろく」を制作・実践し、教材化が実現した。今
年度は、この「カモシカすごろく」を用いたカモ
シカの探究授業を２つのユネスコエコパーク、祖
母・傾・大崩ユネスコエコパーク内の竹田市立南
部小学校と綾ユネスコエコパークにあるユネスコ
スクール綾小学校で実施した。

⑴大分県竹田市　竹田市立南部小学校

昨年に引き続き、9 月 25 日に南部小学校 4 年
生の総合的学習の時間にカモシカの探究授業をお
こなった。授業には南部小の 4 年生 23 名が参加し、
子ども教育学科 2 年生 5 名と一緒にゲームを楽し
んだ。ゲームをするなかで子どもたちはカモシカ
の現状とその原因に徐々に気づき、探究につなが
る疑問もうまれたようだった。

写真⓳　ゲームを楽しむ南部小の児童たち

 
⑴宮崎県綾町　綾町立綾小学校

昨年に引き続き、2025 年 2 月 28 日に綾小学校
3 年生の総合的学習の時間にカモシカの探究授業
をおこなった。昨年は絵本「かもしかかも？」を
使ったが、今年は「カモシカすごろく」を使用し
た。授業には綾小 3 年生 70 名が参加し、子ども
教育学科 2 年生 6 名が指導し、一緒にゲームを楽
しんだ。小学校 3 年生には難しいかと思われたカ
モシカすごろくだが、ゲームをするなかで子ども
たちはカモシカの現状や森や里で起こっている事
実に気づき、いろいろな疑問がうまれているよう
だった。

写真⓴　綾小でゲームの指導する学生たち

 
このカモシカ探究授業は、カモシカのおかれて

いる現状と課題を直接児童に解説するのではなく、
疑問に思い考え続ける動機づけをすることで児童
の探究力向上を目指すもので、併せて、探究プロ
セスのなかで困難を感じる教員が多い「気づき」
から「課題設定」に至るプロセスの効果的な指導
法や教材を探り、教員の指導力向上を目指すもの
である。

カモシカを通して農林業の衰退や高齢化など、
地域の課題について考え続ける人材を育成する
ESD の視点がここにある。

竹田市立南部小学校でのカモシカ探究授業は、
その目的や詳細な内容が、NHK 大分放送局や大
分合同新聞、たけたケーブルテレビによってひろ
く大分県民・市民に紹介された。

 


